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○第 1　　第 2　　◎第 1・第 2　M メーキャップ

　　主　　題（2010 ／ 2011）

国 際 会 長　　「心新たに立ち上がろう」　　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「心新たに立ち上がろう」　

西 日 本 区 理 事　　「飛翔たとう　ワイズスピリットを胸に」

中 部 部 長　　「ワイズは フェイス　to　フェイス」（コミュニケーションは顔を見て声かけて）

名 古 屋 会 長　　「誇りと愛と希望をもって」

2010 〜 2011　1　月　号　　(No767)

在 籍	 28 名

第 1 例 会	 16 名

　　メネット	 10 名

第 2 例 会	 8 名

　　メネット	 0 名

ゲスト・ビジター	 0 名

メーキャップ	 　0 名

出 席 率	 63%

メ ネ ッ ト 会	 8 名

12 月クラブ出席 B　　　F

切手	 195pt

現金	 0pt

小計	 195pt

切手 	 640pt

現金	 7200pt

累計	 7840pt

12
　
月

累
計(

７
〜
12
月)

青　木	 　

飯　田	

伊左治	  

岩　田	 ◯

尾　関	 ○ 

小　尾　◯

加藤明	 ◎

加藤晃	 　 

川　口	 ○

川　本	 ○

木　本	 ○

久保田	 ◦

黒　川	 　

五　島	 ◎

小　谷		

塩　田	 ◎

鈴　木	 功

千　賀	 　

相　馬	 ◎

谷　川	 ◯

寺　田	 ◯

長　井	 　

成　瀬	 ◎

西　村	 　

平　野	 ◎

深　谷	 ◯

水　谷	 　

渡　辺	 ◎

12　月　　個　人　出　席 第 一 例 会（12/11）
メネット　�尾関　加藤（邦）　加藤（朱）　木本　五島　寺田　

長井　西村　平野　川本
チャリティーラン（11/6）
　　　　　�五島　渡辺　成瀬　加藤（明）　加藤（晃）　西村　

平野　長井　深谷　小谷　木本　久保田　谷川
メネット　加藤（邦）　加藤（朱）　長井　五島
メ ネ ッ ト 会（12/11）愛実の会クリスマス
　　　　　�飯田　伊左治　尾関　加藤（朱）　長井　西村　深谷
　　メン　渡辺　服部（グランパス）
クリスマスキャロル in ライツ・プロムナード（12/23）
　　　　　��小尾　谷川　西村　相馬　加藤（明）　成瀬　平野

深谷　渡辺
メネット　西村　久保田　加藤（朱）　加藤（邦）　平野

第　2　例　会

1 月例会プログラム

と　き:2011 年 1 月 18 日 ( 火 )7:00p.m. 〜 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：2 月例会について　次期役員選考の件、他

　新年明けましておめでとうございます。皆様にとって素晴らし
い一年となりますように。昨年、次期会長・主査研修で多くを共
に学び、心してスタートしました。会長としての重責の中、「一
人で頑張らなくても役割分担して」と温かくお支え頂き、真に有
難うございます。歴代会長がたにも敬意と感謝申し上げます。
　思えば、広島西日本区大会、横浜国際大会、ソウル聖岩 IBC
名古屋クラブ訪問、日韓ユース平和セミナー成瀬団長報告、中
部部会、平良氏「遺言書の書き方」、南山バザー、チャリティ
ラン、ガーデンパレス・クリスマス特別例会、Xmas Carol in 
Towers’ Lights。
　特に１０月例会卓話「ワイズ・国連・MDG ₃」では奈良メン
から「Ｙ，Y's は立派なＮＧＯ。もっと自負して・・・」と励ま
され、感動しました。心の内胸を張って共にワイズメンズクラブ
の存在を伝え、広め、ワイズの輪に入って頂きましょう。出会っ
た方にいつしか Y's を語って居る自分に気付きますが。谷川部長
年次のチャリティ・ステージや渡辺メン率いる格調高きプラスワ
ン例会。我がクラブのマニュアルになっています。度重ねて老若
男女ご入会の希望がもてます。また早急に年度内増員と言わず、
近い将来に向けて今できることを話合うのも前進と思います。川
本会長チャリティラン後の例会で提案しましたように（例えばキ
リスト教主義学校の）中高校生ランナーのスポンサーになれば、
Ｙ，Y's に関心をもち、奉仕を知るでしょう。「キリストの愛」「人
の為に役立ちたい」を実感したとき、きっと思い出すでしょう。
こんな夢のような想いが夢で終わらないように、皆様ご一緒の前
進を願っています。

早くもあと半期！
　続いてご支援の程、お願いいたします

相　馬　静　香

会　　長　相馬静香
副 会 長　渡辺真悟　　長井　潤
ブリテン　久保田　平野　伊左治

書 　 記　加藤明宏
　　　　　成瀬晃三
会　　計　川口　恵　　塩田　保

と　き：2011年1月11日㈫　6:30p.m.〜8:30p.m.

ところ：名古屋 YMCA

		  司　会	 谷川　　修　君

開会宣言　		  会　長	 相馬　静香さん

ワイズソング

聖書朗読・祈祷		  五島　八郎君	

　　　　	 食　　事

プログラム

　　　　「音楽は心の妙薬」

　　　　　　水谷　昌平 氏 ( 愛知県芸大名誉教授 )

諸報告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ		  西村　　清 君

讃美歌　　355

閉会宣言		  会　長	 相馬　静香さん
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と　き　2010 年 12 月 11 日（土）

ところ　名古屋ガーデンパレス

　

　クリスマス晩餐会は第一部礼拝で豪華な雰囲気のあるホテ

ルのチャペルで塩田君の司会、木本メネットの奏楽、成瀬君

の奨励で始まりました。成瀬君からのメッセージは聖書のマ

タイによる福音書から「斯のごとく汝らの光を人の前に輝か

せ」と私たちワイズメンの一員としての働きについての問い

であり、日々生活において自己のことだけに埋没してしまい

他者を顧みる時さえ失いがちな中で「光を人の前に輝かせる」

はそれぞれ一人ひとりワイズメンとしての働き方に「輝くこ

と」の一端に繋がると示されました。

　第二部での祝会は言葉巧みな渡辺君の司会で進められゲス

ト紹介、続いて「ジャズビブラフォントリオ」の素晴らしい

演奏に谷川君のベース（セミプロ級と司会者の太鼓判）が入

り一段と楽しい演奏で、そしてパンチのある女性シンガーの

演奏により盛り上がり気分は最高潮 !!

　食事は着席での会食、ゆっくり食事を堪能出来て良かった

のですが、残念なのは他のテーブルについた面々との会話が

出来なかったことでしょうか？　このような場が交流の場で

あり情報交換の場であるからであり、ゲストに多くのメンバ

ーとの交流が望ましいことでしたが少々心残りでした。

　恒例のドアープライズは深谷君、平野君のユーモアあふれ

る進行で楽しく満たされたなかで終了しました。（小尾雅彦）

と　き　2010 年 12 月 21 日 ( 火 )19：00 ～ 20：30

ところ　名古屋ＹＭＣＡ

◎ �1 月第一例会　ゲストスピーカー：水谷昌平氏「音楽は

心の妙薬」。沢山の質問を期待する。他クラブのメンバー

やメネットにメールでお誘いする。

　�ニコボックスのお金をロールバックマラリアの献金とす

る。

◎ �2 月第一例会　TOF　オークションを行うので「献品の

ご用意を」

　売上目標 6 万円　司会：寺田君　ドライバー：平野君

◎�和歌山紀の川 DBC10 周年記念交流会　2 月 10・11 日小

野浦ホテルで開催。宴会は 19 時から。1 月第一例会で大

まかな出席数を把握したい。　　　　　　　　（成瀬晃三）

和歌山紀の川・名古屋 DBC 締結 10 周年記念を知多

半島で行う

熱海グローリークラブとのトライアングル DBC 締結

に向けての 3 クラブの合同交流会

と　き　2011 年 2 月 10 日（木）〜 11 日（金〔祝〕）

ところ　ホテル小野浦

会　費　￥16,000（豪華ふぐづくし）

今月からの讃美歌３５５番
和歌や俳句、文学に大変造詣の深かった大正期の宮川勇牧

師が、聖書の黙示録を読んでいるうちに無限の歓喜と平和

に心が満たされ、「新天地の歌」として発表した詩に、音

楽教師であった土屋初枝さんが旋律をつけた、純和製讃美

歌です。「神と、その言葉を知ることにより、いつも心が

新たにされる」 私たちも新たな年を迎え、この曲の歌詞を

深く味わいたいと願います。

桑名市出身　名古屋市在住

東京音楽学校（現東京芸術大学音楽部）卒業

愛知県立芸術大学名誉教授

昭和 62 年度愛知県芸術文化選奨文化賞（個人部門）受賞

平成 12 年度愛知県文化功労賞受賞

平成 15 年度地域文化功労者文部科学大臣表彰受賞　

平成 17 年度春の叙勲　瑞宝中綬章受賞

平成 22 年度名古屋市芸術賞特賞受賞

ゲストスピーカーの紹介

水谷昌平氏

■■■  第 1 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

■■■  第 2 例 会 レ ポ ー ト ■■ ■

クリスマスキャロル in ライツ・プロムナードに参加しました。
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『ワイズメンの賢い話』(No177）

『ク リ ス マ ス の 後 』

　12 月のクリスマスの季節が終わって、いよいよ新年

になったね。教会では新年の行事って何かあるの？」。「そ

うだね。特に重要なものはないけど、教会では１月１日

に新年礼拝をするところもあるけど、１月６日が“公現

日（栄光祭）”となっているのだよ。ヨーロッパなどでは、

クリスマスは、12 月 25 日から始まって、１月６日ま

でがクリスマスとなっているのだよ。だから、クリスマ

スツリーなどの飾りつけは、１月６日にかたずけること

になっているのだよ」。「え、本当、日本では、12 月 25

日が過ぎればすぐにクリスマスの飾りをすべてかたずけ

るよね」。「そうだね。だけど、ヨーロッパでは、待降節

（アドベント）の第一主日から、新しい年が始まると思

っている人が多いようだよ。私の経験でも、ヨーロッパ

にいた時、１月１日は休みではあったけれど、１月２日

には、仕事が始まっていたよ。また、１月６日の公現日は、

“三人の博士の日”と言われているので、１月に入った

日曜日に三人の博士について説教されることがあるそう

だよ」。「そうか、教会では、クリスマスの他にも、１月

には公現日という日があるのだね」。

　　　　　　　　　　　（寺田仁計）

　「よく聞きなさい。「今日か明日、これこれの町へ行って一年
間滞在し、商売をして金もうけをしよう」と言う人たち、あなた
がたには自分の命がどうなるか、明日のことはわからないのです。
あなたがたは、わずかの間現れて、やがて消えて行く霧にすぎま
せん。むしろ、あなたがたは、「主の御心であれば、生き永らえて、
あのことやこのことをしよう」と言うべきです。」

ヤコブの手紙４：１３～１５

西　村　　清

　あけましておめでとうございます。皆様の上に神様の祝福

が豊かにありますように祈ります。

　新しい一年が始まりました。「一年の計は元旦にあり」と

言われてきましたが、元旦には心を新たにし、また新たな決

意をもって一年を始める時でもあります。ヤコブの手紙の人

物もそのように計画を立てたのかもしれません。しかしこ

こで一つの警告がなされています。明日の命はわからない

と。私の長兄も昨年暮れ、１２月の半ばに突然召されました。

８５歳ではありましたが、何の前触れもなくです。

　１５節に、「主（神）の御心ならば、生き永らえて、あの

ことやこのことをしよう」と考えるべきだと記されています。

ヨーロッパで、手紙を書く時、D.V. と書くそうです。つま

りラテン語で、「主のみこころであれば」ということのよう

です。われわれ生きる時に考えるべき基本的な姿勢を示して

いるのです。われわれは一年をどうしようかと、先々のこと

を考え、計画を立てるのですが、それよりも、わたしたちが

生きるかどうかが先決問題であるのです。

　私たちの命は与えられたものですし、生かされているもの

です。その命は荒野と潤いなき地、つまり悩みの多い、問題

を多く抱えた地に生きています。しかしゼカリヤ書１４：７

に「夕べになっても光がある」と語ります。私たちが自分の

限界を感じ、落ち込み、弱りはて、苦しみ悶えるような状況、

それは「夕べ」です。しかしなお「光がある」と語りかける

のです。なお希望があると言ってもよいことばです。

私たちは自分が今投げ出されている荒野のただ中において

も、「光がある」、神様がここにいます、ということなのです。

そこでこそ新しい希望と勇気に生きることが出来るというこ

とではないでしょうか。

国際大会裏話（3）
渡　辺　真　悟

　国際大会冒頭にはフラグセレモニーが行われ、世界中

からワイズメンズクラブのある 100 カ国以上の旗が壇上

に登りワイズの活動の広がりを感じましたが、会員数が 1

人という国が結構あり、インド・韓国の会員数が非常に多

くアメリカやイギリスが少ないことが目に付きました。発

展途上国が先進国化してゆく過程における、あるいは共産

主義が崩壊した後での宗教や NGO の果たす役割や位置が

伺えて興味深いものが有りました。また日本におけるワイ

ズ活動の課題もしっかりと含まれているでしょう。

メ　ン　　
1 月	 6 日	 木本精之助君
	 7 日	 西村　　清君
	 15 日	 平野　実郎君

メネット　　
1 月	 1 日	 鈴木　侯子さん
	 2 日	 加藤　邦子さん
	 30 日	 久保田美代子さん
特別メネット
1 月	 3 日	 深谷　朗子さん

1 月	12 日	 長井　潤・衣世夫妻
	 23 日	 黒川博英・勝子夫妻

切手 (12 月分 )
深谷　　聡君	 195pt
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2011 年 1 月 8 日（土）　愛実の会奉仕（加藤（朱）、西村）

　　　 1 月 15 日（土）　女正月

　　　　　　　　　　　�「杏茶桜」で昼食後、加藤（朱）宅

に伺います。

　　　　　　　　集合：11 時 30 分

　　　　　　　　　　　地下鉄「池下駅」1 番改札口

　　　　　　　　会費：1，800 円位　　　　　　　（西村）

1月メネット例会ごあんない

メ ネ ッ ト 例 会 レ ポ ー ト

と　き：2010 年 12 月 11 日（土）　10:00a.m 〜 2:00p.m.

ところ：愛実の会

　大地の家「伝馬町」から新住所に 2010 年 4 月転居し

てから初めて愛実の会クリスマスが行われた。参加者は大

地の家、紙ふうせんのメンバー、スタッフ、島先生、Y's

メン 4 名、メネット 7 名総勢 40 名で行われたのでした。

新しい施設は大変広く明るく快適な場所で設備も整えられ

ていました。

　当日のメニューは煮込みハンバーグ、サラダ、デザート

をいただきました。食事の準備が完了したところでクリス

マス会が始まりました。

　クリスマス会は四人のメネットが天使の姿に扮しキャン

ドルサービスの点灯から始まりました。キャンドルの灯の

Merry Christmas!
　新潟へ移住して 3 年半たちました。こちらの生活に

も馴れ、無事平安に暮らしています。

　12 月 15 日に初雪とみぞれで、冬将軍の到来です。

近くの湖には沢山の白鳥が飛来して、朝夕家の上を見事

な編成で飛んでいます。

　其の後、メネットの皆様お変わりございませんか？

Y's のブリテンで皆様のご活躍に感謝しています。島先

生のお便りで、楽しいクリスマスで、メネットの皆様が

支え続けてくださいますと、大変喜んでおられました。

　40 年前のメネット会の仕事は、古切手の整理が主で

切手をはがして 1cm の厚さに。一個でペニシリンが買

えると喜んで頑張ったものでした。私は相変わらず刺繍

をしています。年に一度、刺繍のブローチ小さなショル

ダー等を作って、福祉施設のヘルパーにクリスマスプレ

ゼントをして、ささやかな奉仕と自己満足をしています。

武二は手足が不自由で外出はほとんどタクシーで病院通

いです。

　東中通教会に転会を考えているところです。老人会の

忘年会や娘夫婦主催のクリスマスパーティー等、酒好き

な新潟人でとてもにぎやかです。娘夫婦がよく世話をし

てくれますので、元気に暮らしています。

　遠くより Y's の発展と、皆様の健康と平安を祈ってい

ます。よい新年をお迎えくださいませ。

鈴木侯子

前で、渡辺メン、服部メン、城田さんによるギター演奏で

クリスマスソングを合唱「赤鼻のトナカイ・世界にひとつ

だけの花など」となりました。その中で印象に残った歌「ト

イレの神様」の歌詞の一部から「トイレには、それはきれ

いな女神様がいるんやで、だから毎日きれいにしていたら

女神様みたいにべっぴんさんになるんやで」私自身も小さ

いとき、このような話を母から聞いたことを思い出して懐

かしくなりました。会食を愛実の会のメンバーと一緒に和

やかにしました。その後、プレゼント交換し、司会者の問

いかけで「煮込みハンバーグがおいしかった人」の声に何

人もの手が挙がりすべてなくなるほど評判でした。片付け

を済ませ 3 時に愛実の会を後にしました。

　メネット会が愛実の会へ食事つくりに伺って早いもので

15 年たちました。これからもメンバーの方々からパワー

をいただきながら続けていけることを願っています。多く

の皆様の参加による心温まるクリスマス会ができましたこ

とを感謝いたします。　　　　　　　　　　　（飯田純子）




